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1. 調査研究の背景と目的 
 2005 年 1 月、NIFS に核融合アーカイブ室が設置された。我が国の大学における核融合研究開発が如何

に進められてきたかについて歴史的な資料に基づき明らかにしていくことは、社会と他分野の研究者に

対する説明責任を果たすためにも、また今後の研究の進展を図るためにも必要不可欠である。アーカイ

ブ室では、このような観点から、関連する資料の収集・整理・保管・提供に努めてきた。その結果、す

でに 20,000 点余の資料がデータベースに収録された。 
これらの史料等が広く活用されるためには、収集・整理された史料等がデータベース化され、さらに

適切な検索手段を具備して公開されることが求められる。核融合アーカイブ室では、検索手段の標準化

およびアーカイブズ資源の共有化を目指した共同研究を進めている。これにより核融合関連に留まらず、

同様なアーカイブズとの、資源のより広い共有化を実現しようとするものである。今回はこの研究につ

いて報告する。 
2. アーカイブズの記述と検索手段の標準化（EAD に基づく検索手段の構築） 
 我々は、上記の検索手段として EAD (Encoded Archival 
Description,：符号化記録史料記述) を採用し、核融合ア

ーカイブズデータベースを構築し、web 上で公開するこ

とを目指している。この EAD を採用したのは、１）これ

が各国の主要公文書館でも採用されている史料目録記述

の国際標準であり、２）web による公開に適している、

３）我々がすでに作業用として構築しているデータベー

ス（FileMaker Pro ベース）からの移植が容易であること

などである。 
 EAD は、アーカイブズの検索手段（finding aids）を電

子的に符号化するに当たって、記録史料を記述するため

に必要な要素は何かという意味内容を具体的に配列・構

成するための規格である。また、EAD が記録史料カタロ

グを記述する上で持つ卓越した特徴は、その「階層構造」

である。アーカイブ室では、階層として：Repository Level 
= 核融合科学アーカイブズ、Collection Level = 史料の出所（史料提供者個人、または組織）、Series Level 
= 個々の史料保存箱、File Level = 1 個のファイルに収められた史料の集合、Item Level = 個々の史料 と

設定し、構築を進めている。図 1 に示すスクリーン画面は、EAD/XML 検索システムの上に準備された検

索画面の一例である。この EAD 化されたデータベースは、国文学研究資料館の「史料情報共有化システ

ム」及び「EAD/XML 検索システム」を用いて構築されている。これにより、同じく国文研の「EAD/XML
検索システム」に参加している他の史料館などの史料目録を同時に横断的に検索することが可能となる。

核融合研究に関する歴史的史料は、すべてが我々の手許に集約されているわけではない。予期しなかっ

た大学等の史料室において収集されていることも十分予想される。湯川記念館史料室（京大）、坂田記念

史料室（名大）、朝永記念室（筑波大）など関係の深い史料室もこのシステムに参加している。横断検索

の機能を用いることにより、これら史料室の目録も同時に検索が可能であり、我々が保有しない史料の

発見など、その効果は大いに期待される。 
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